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た部位が存在する動作を含む．関連手法は実際の映像

の投球部分から個人依存動作が除去された映像に対し

てアラインメントする．そのため，選手が動作を比較

した際に一部の動作が欠けている場合に違和感を感じ

る． また， 同一の勤作を正碗に比較できない．

そこで， この欠点を補うために本手法では個人依存

動作の除去を行わずに正砿なアラインメントを実現す

る手法を検討する．

1．はじめに

近年，様々なスポーツにおいて選手の動作を分析す

るために選手の挙動を撮影した映像データが利用され

ている.一度擬影した映像は何度でも確認できるため，

1つの映像から選手は動作の細部まで解析することが

可能となる．一方で，他選手との相違や同一選手間で

のわずかな違いを発見するためには選手は複数の映像

を比較する必要がある． しかし，比較したい勤作の速

度や身体の使い方は選手によって異なるため，動作の

細部のタイミングを合わせることは難しい．

そこで，本研究では簡易なカメラで搬影された2つ

のスポーツ映像から選手の身体座標を取得し，その座

標データに対してDynamicTimeWarping(DTW)を用い

ることにより2つの動作の対応付けを行う手法につい

て検討する．

3.提案手法

3.1.ベクトル作成

本研究では， スポーツ映像として野球中継映像を使

用する． OpenPoseの25点が検出可能なモデルを映像

に適用すると25点の身体座標データが得られる．本

論文ではそのうち，首，両肩，両肘，腰の中央，両腰，

両膝，両足首の12点を用いる． これは, 12点が安定

して検出可能なためである．対象とする12点の内，任

意の2つの部位を結ぶベクトルの長さと角度を

OpenPoseによって得られた2次元座標から計算する．

この際，各ベクトルの長さは選手の身長やカメラの位

湿等に依存するため,長さについて正規化する‘また，

角度は－汀から兀の範囲とする‘ さらに，各ベクI､ルに

ついて，使用した2部位の砿度からベクトルの確度を

求める． 2つの部位pと9からなるベクトルの確度

Ci,ectorbpqは式(1)で与えられる．

cb.".7_p9=7ni"(ch,cb) (')

ここで，ら,喝はそれぞれOpenPoseから取得した2つ
の部位p, 9の確度である．

映像の各フレームにおいて身体座標データから長

さ，角度，砲度を持つ66本のベクトルが作成される‘

2.関連研究

2.1．OpenPose

映像内の人物から身体座標を取得する手法として

Caoらが提案したOpenPose[1]がある． OpenPoseは映

像内の複数人の身体部位をリアルタイムに検出可能な

手法である.OpenPoseはモデル毎に検出可能な部位が

異なり, 15, 18もしくは25点の位置を推定すること

ができる． この際に，各部位の2次元座標が取得され

確度が算出される．

2.2.始点終点自由なDTW

野球中継映像における身体座標データを用いた投

球動作のアラインメントとして始点終点自由なDTW

アルゴリズムを用いた手法[2]が存在する． 2つの映像

でのアラインメントとは， 2つの類似度が商くなるよ

うに映像内のフレームを対応付けることである． 関連

手法は正確なアラインメントを実現するために投球動

作内の個人依存動作を除去してからアラインメントす

る． ここで，個人依存動作とは片方の投球動作にのみ

存在すると定義されており,OpenPoseの検出が失敗し

3.2.アラインメント

本研究は2つの映像のフレームを対応付けるもので

ある．関連研究で述べた始点終点自由なDTWを用い

ると，多くの対応付けは正砲に行われる． しかし，

OpenPoseの検出が失敗した部位を含む動作が存在す




